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内部被曝の2大原園：呼吸と飲食（ 1 ) 

＠ここが問題：放射能汚染地域産の食品（福島県産に限らず）

＊きちんとした調査置検査をいつまでたってもしようとしないこと zそもそも、

調査闘検査されている品目数や品物の絶対数が少なすぎる（飲食品のホット圃

スポットあり）

＊そのための検査体制も貧弱なまま、かつ利益棺反のままであること

＊残留放射能規制値が依然として高いこと（放射能汚染ゴミ並みの水準、規制

値を継続的に摂取すると体内蓄積が危険水準となる、年齢や性別の違い無視）

＊放射能汚染物が除去されることが確実とは言えないこと（放射能汚染物は汚

染されていないものと混ぜて規制値を下回ればいい，とする誤った考え方を

行政が否定していないどころか推奨している：栽培土、肥料、飼料，飲食品等）

＊放射性セシウム以外を無視していること（特に放射性ストロンチウムが危験）

＊子どもや妊婦の被ぱくを防護しないどころか「安全安心キャンペーンJの道具

にしている

＊生産者の作業被ぱく（外部被曝及び呼吸被曝）を考慮しないこと
l 



内部被曜の2大原困：呼吸と飲金（2)

嘩放射能汚染地域産の食品について，私が問題にしているのは（続き）

＊ウソをついて「安全安心キャンペーン』「福島復興キャンペーンムその本当のねらいは福島第

1原発事故の賠償箇補償負担軽減と責任あいまい化（一億総被ぱく＝共同責任化）

＊汚染物を買って食べるのが福島への支援だと勘違いしている人が少なくない

＊食べものへの警戒があまりになさすぎること：「食べて応援箇買って支援j

(5大危険物：①キノコ・山菜 E たけのこ E レンコン，②JII魚姐野生動物の肉，③家畜の内臓 E

骨類，④東日本産の海産物園魚、⑤乾燥品（干し柿など））

（コメよりも麦・大豆・ソバ圃イモなどの方が危ない、クリや梅、クルミ、柿や柑橘類も注意）

＊食べものの周辺も危ない（食器、栽培土、花木（＋農薬）、木材製品／薪／炭、皮革、肥料、飼

料、タバコf也）

＠呼吸被曝：一次被曝，二次被曝（ほこり土などが舞い上がる）

＊日干し大根， Tシャツや帽子 E髪の毛の汚染，運動会やお祭りやランニング・マラソン

＊α核種が極めて危険（プルトニウムやウランなど）

＊ホット・パー予ィクル（セシウム E ボール）とその大きさ（ナノ物質は危険：注）

注：メートル、センチ、ミリ、マイク口、ナノ、ピコ



食べものの放射能汚染（補足説明）

1 .飲食品の放射能汚染検査と出荷制限及び解除（厚生労働省）（別紙）

( 1 ）検査対象品目（農林水産生鮮品）＝加工金品は業者に丸投げ、飲料水は水道局（別建て）

( 2）検査の頻度＝ 1週間に 1回程度

(3）検査をする都道府県の範囲

( 4）出荷制限とその解除

( 5）検査結果や出荷制限及び解除の公表

2. 飲食品の放射能汚染対応の根本的な問題（追加）

( 1 ）検査しているサンプル数が流通している商品数と比較して圧倒的に少なく、ホット盟スポット飲食品

が存在することは否定できない（貧弱な検査体制：人員量測定器など）

( 2）放射性セシウム以外の放射性核種も検査せよ

( 3）方法論の誤り＝発掘型と覆い揺し型

「汚染してそうな場所＝モノ」を選んで検査すべき（ホット E スポット潰し）

＝争実際はその逆（検査で基準を超えると困る、残念にも超えたら解除できるまで検査他）

出荷制限の解除が早すぎる（森林が汚染されているので二次汚染の可能性あり）
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( 4）検査主体の利益相反問題（フェアな検査なのか：ゴマカシ、検査の仕方、情報公開、汚染物処分他）

( 5）放射能汚染に伴う生産者や関係事業者（流通闘加工”観光等）への損害賠償爾補償が全く不十分

＝争このことが歪んだ『安全回安心キャンペーン」の推進や汚染の隠蔽 E 歪曲の可能性を大きくする原因

( 6）薄めればOK （濃度管理しかしない）＝争総量管理も重要（飲食品による肉部被曝のみならず、肥料 E

伺料圃栽培土や汚染ゴミ E ガレキの取扱も含め放射能総量にも注目）＝争「日本のどこでもキノコは危ない」

3. 農地の汚染状況調査がなされていない

更に、農地の汚染度合いによる作付制限（少し前は5000ベクレル／kg）が撤廃され、福島第 1原発周辺地

域の地域区分で作付を制限固規制している（その 5000ベクレル／kgという数字もいい加減）

4”諸外国による日本からの飲食品輸入規制（韓国と米国）（別紙）

5. 気を付けるべき場所など

( 1 ）湖沼・河川 ( 2）海産物（東京湾も危険＝関東北部の山から放射性物質が流れ降りている＝争海水浴

や潮干狩りなどはやめた方がいい＝特に子ども連れ） (3）加工食品 ( 4）骨 ( 5）森の中 ( 6）乾燥

晶、（7）飲食品の周辺（木材＝家屋や家具、木質燃料（薪や炭など）、食器、草花（農薬とダブルリスク）

等） ( 8）旧ソ連諸国‘ヨーロッパ調北欧（チェルノブイリ原発事故被害地）からの輸入食品
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